
……………………　2 
……………………………………　4 
………………………………………　5 

………………………………  10
……………………………………………  12
………………………………………  13

………………………  14

発行日：平成22年10月29日
発　行：能美市議会
編　集：広報特別委員会

〒923-1297　能美市役所辰口庁舎
石川県能美市来丸町1110番地

TEL：（0761）52-8007
FAX：（0761）52-8022
E-mail : gikai@city.nomi.lg.jp
http://www.city.nomi.ishikawa.jp

能美市議会能美市議会

▲ジェネリック医薬品希望カードの利用を促進する江東区
（8/26～27 教育福祉常任委員会視察）
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統
合
庁
舎
特
別
委
員
会
報
告

 委員長報告の概要
　本庁は辰口庁舎とし、増築は行わない。支所については、根上、寺井地区にそれぞれ１か所設ける。
総括的には中長期の財政見通しを議論する中、合併時 29億 4900 万円あった財政調整基金が、平成 23年
度末の現在高見込みが 6億 5000 万円となるとの執行部からの報告を受け、当委員会として、市民の利便性を
最優先に考慮し、現行の窓口業務体制を維持しつつ、既存施設を最大限利活用しながら経費の縮小を主眼に検
討した。
ただし、近い将来、社会経済動向や市民の一体感の醸成を見極めたうえで、「完全な本庁方式」に向けてまち
づくりの観点から包括的な議論を交わし、どのような形で進めていくか検討していくことが付言された。

［委　員］
「市民からの意見聴取では、統合庁舎に関しては意外と関心が少ない。証明書等が近くで取れればよ
いという意見が多かった。」

［委　員］
「この財政が厳しい折に、統合庁舎が必要なのか。既存施設を利用したらよい。」

［委　員］
「既存の寺井庁舎と根上庁舎については、耐震化しても増築した部分で敷地の全ての面積を取って
しまう。お金をかけて尚且つ駐車場を確保することは現実的ではない。」

［委　員］
「支所とは、本庁あっての支所であり、窓口センターを基本とした窓口機能を持つものが支所である。
現在の分庁方式による窓口業務は、地域住民の利便に配慮したものであり、その機能の低下は住民
サービスの低下に繋がるものであり、今後どの庁舎が本庁になろうと支所を残すべきである。更に
支所の設置施設は、現在ある他の公共施設を利用することや、新たに建設することなどの選択肢が
ある。」

［委　員］
「先行き不透明な時代に財政的に大幅な投資はできない。特例債も所詮借金に変わりないから、住民
サービスを低下させない範囲で既存施設を活用すべきである。他の市町を見ても、庁舎近辺が必ず
しも『まちづくりの中心』ではなく、まちづくりや都市計画の観点から統合庁舎の問題は切り離して
結論を出すべきである。」

　

今
回
の
統
合
庁
舎
特
別
委
員
会
の
審

議
は
、庁
舎
の
位
置
の
み
に
焦
点
を
当
て

た
議
論
で
あ
り
、
当
初
か
ら
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
ま

ち
づ
く
り
や
賑
わ
い
な
ど
総
括
的
視
点
か
ら
の
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
全
く
不
十
分
な
審
議
で
あ
り
、
報
告
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

　

庁
舎
の
位
置
だ
け
に
関
し
て
は
、
築
年
数
、
耐
震
性
や

広
さ
な
ど
、
新
た
な
投
資
を
せ
ず
に
一
定
の
効
率
的
運
営

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
不
完
全
な
形
だ
が
、

辰
口
庁
舎
を
本
庁
舎
と
し
、
統
合
庁
舎
と
す
る
こ
と
に
は

賛
成
で
あ
る
。

　

支
所
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
窓
口
機
能
の
充
実
を
掲
げ

る
も
の
の
、
全
国
各
地
で
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
職

反対

近
藤　

啓
子　
議
員（
日
本
共
産
党
）

員
の
削
減
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
結
局
支
所
が
出
張

所
と
な
り
、
役
割
や
権
限
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

多
極
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
想
も
出
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
構
想
か
ら
の
位
置
づ
け
が
必
要

で
あ
る
。

　

財
政
問
題
か
ら
の
提
案
で
あ
り
、
国
の
制
度
の
改
悪
で

地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

緊
急
性
の
な
い
東
西
基
軸
道
路
の
建
設
や
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
建
設
な
ど
を
厳
し
く
見
直
し
「
公
共
福
祉
の
向

上
」
と
い
っ
た
本
来
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
庁
舎
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
。

統
合
庁
舎
特
別
委
員
会
報
告

本庁は辰口庁舎　支所に　
根上・寺井地区に各1カ所

ついては
　で議決

！！
！！

庁
舎
問
題
の
議
論
は
不
十
分

　

９
回
に
及
ぶ
委
員
会
で
慎
重
審
議
を
重
ね
、「
本
庁
を

辰
口
庁
舎
と
し
増
築
は
行
わ
な
い
。支
所
に
つ
い
て
は
根

上
地
区
、
寺
井
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
設
け
る
。」と
い

う
結
論
に
至
っ
た
。

　

そ
の
経
緯
と
し
て
、
中
長
期
の
財
政
見
通
し
を
議
論
す

る
中
、
現
３
庁
舎
の
増
築
・
耐
震
化
を
施
し
た
場
合
ど
う

な
の
か
、ま
た
、現
在
は
、分
庁
方
式
に
よ
る
窓
口
業
務
が

地
域
の
方
々
に
一
定
の
理
解
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
か
な
ど
、

経
費
の
縮
小
を
主
眼
に
お
き
、
で
き
る
限
り
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
き
た
。

賛成

善
田　

善
彦　
議
員（
自
由
倶
楽
部
）

　

辰
口
庁
舎
の
増
築
を
行
わ
ず
、
支
所
と
し
て
既
存
施
設

を
一
部
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
本
庁
方
式
に
至
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
で
き
る
市
民
へ
の
最

大
限
の
サ
ー
ビ
ス
と
、
ま
た
市
の
財
政
力
を
鑑
み
た
身
の

丈
に
合
っ
た
統
合
庁
舎
の
あ
り
方
を
打
ち
出
し
た
報
告

で
あ
る
。さ
ら
に
は
庁
舎
の
新
築
・
増
築
に
関
し
て
近
い

将
来
、
社
会
経
済
の
動
向
や
市
の
財
政
状
況
を
見
極
め
た

上
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
等
も
ふ
ま
え
た
包
括
的
な
議

論
を
併
せ
て
交
わ
し
て
い
く
こ
と
等
が
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、委
員
長
報
告
に
賛
成
の
意
を
表
す
る
。

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
力
を

鑑
み
た
報
告

　9月17日、第3回定例会の最終日に統合庁舎特別委員会の委員長報告がおこなわれ、賛成多数（賛成15名、
反対2名）により議決されました。

 審議経過と主な意見

　統合庁舎特別委員会（委員長：金森修栄、副委員長：北村國博）では、委員会を９回開催し、慎重審議を
行いました。

【審議経過】
・第１回～第２回：「統合庁舎の在り方市民検討委員会」の答申の概要や今後の委員会の進め方について確認
・第３回：分庁方式と統合庁舎方式の方向性などについて確認
・第４回～第７回：主に統合庁舎の形態類型について議論し、場所等の絞込みや窓口業務などについて確認
・第８回：統合庁舎の支所について確認
・第９回：委員長報告の内容について確認

【主な意見】
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）
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、
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市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
力
を

鑑
み
た
報
告

　9月17日、第3回定例会の最終日に統合庁舎特別委員会の委員長報告がおこなわれ、賛成多数（賛成15名、
反対2名）により議決されました。

 審議経過と主な意見

　統合庁舎特別委員会（委員長：金森修栄、副委員長：北村國博）では、委員会を９回開催し、慎重審議を
行いました。

【審議経過】
・第１回～第２回：「統合庁舎の在り方市民検討委員会」の答申の概要や今後の委員会の進め方について確認
・第３回：分庁方式と統合庁舎方式の方向性などについて確認
・第４回～第７回：主に統合庁舎の形態類型について議論し、場所等の絞込みや窓口業務などについて確認
・第８回：統合庁舎の支所について確認
・第９回：委員長報告の内容について確認

【主な意見】
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一
般
質
問
（
11
人
が
登
壇
）

平成22年第3回 定例会報告平成22年第3回
（会期：平成22年9月6日～17日）（会期：平成22年9月6日～17日）（会期：平成22年9月6日～17日）定例会報告

第3回定例会では、議会議案1件を含む13議案ほか報告案件を可決、承認しました。
また、平成21年度各会計の決算認定が上程され、2つの決算特別委員会において第4回定例会まで継続審査
されることになりました。

審査結果一覧

※　採 択 結 果(◎：全会一致で可決されたもの、○：賛成多数で可決されたもの、×：賛成少数で否決されたもの)     
※　付託委員会(総：総務常任委員会、産：産業経済常任委員会、教：教育福祉常任委員会)
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能美市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

町又は字の名称及び区域の変更並びに字の区域の廃止について

能美市土地開発公社定款の変更について

市道路線の廃止及び認定について

平成22年度能美市一般会計補正予算（第３号）

平成22年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成22年度能美市介護保険特別会計補正予算（第１号）
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工事請負契約の締結について(市道小松インター線道路改良工事(15工区))

工事請負契約の締結について(市道小松インター線道路改良工事(橋梁上部工1工区))

専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

財団法人能美市ふるさと振興公社収支状況報告について

能美市土地開発公社収支状況報告について

平成21年度決算に基づく能美市健全化判断比率等の報告について

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
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れ
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。
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市
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在
２
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あ
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待
機
者
が
増
加
し
、希
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す
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に
な
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な
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入
所
で
き
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。
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数
に
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め
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は
認
め
ら
れ
な
い
。し
か

し
、
待
機
者
が
少
し
で
も
減
少
す
る
よ

う
に
、
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中
に
身
近
な
地
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で
住
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続
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る
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め
の
有
効
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を

３
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
増
加
へ
の
対

応
策
と
し
て
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
27
人
分
を
公
募
予
定
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
の
た
め
、
今
年
度
中
に
高
齢
者
へ

の
意
識
調
査
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
今
後
の
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険

施
設
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

上
清
水
町
で
取
水
し
た
地
下
水

を
小
松
市
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

販
売
し
て
い
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か

　

市
の
地
下
水
水
位
が
低
下
し
て
い
る

中
、
地
下
水
の
大
切
さ
を
も
っ
と
市
民

に
も
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

能
美
市
と
小
松
市
の
取
水
に
関
す
る

協
定
書
に
は
、
地
下
水
の
利
用
目
的
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
松
市
が

P
R
目
的
に
能
美
市
の
地
下
水
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
つ
め
て
外
部
委
託
販
売
し

て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
く
。取
水

限
度
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
何
を
し
て
も

良
い
の
か
。

地
下
水
の
揚
水
に
つ
い
て
も
十

分
に
節
減
を
お
願
い
す
る
（
市

長
）

　

辰
口
町
時
代
、
小
松
市
民
に
対
す
る

水
道
用
水
と
し
て
活
用
を
認
め
た
の
が

本
旨
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
販
売
は
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
。小
松
市
の
対
応
は
大
変
残
念

で
あ
り
、
地
元
市
民
の
思
い
も
斟
酌
し

て
戴
く
よ
う
お
願
い
す
る
。あ
わ
せ
て
、

協
定
書
の
内
容
等
も
十
分
精
査
し
必
要

が
あ
れ
ば
小
松
市
と
対
応
し
て
い
き
た

い
。

し
ん
し
ゃ
く

１. 子宮頸がん予防ワクチン接種の実施の推進
　　　1）予防効果の高い特定年齢層への一斉接種および国による接種費用の全額補助
　　　2）特定年齢層以外についても一部補助の実施
　　　3）居住地域を問わない接種機会の均てん化
　　　4）ワクチンの安定供給の確保および新型ワクチンの開発に関する研究
２. 子宮頸がん予防検診（細胞診・ＨＰＶ検査）の実施の推進
　　　1）特に必要な年齢を対象にした検診については国による全額補助
　　　2）従来から行なわれている子宮頸がん検診を予防検診にまで拡大
　　　3）居住地域を問わない受診機会の均てん化
３. 子宮頸がんおよび子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及、相談体制等の整備

【意見書】とは都道府県や市町村など地方自治体の議会に認められた権利です。地方自治法99条に定められています。国の行政関係庁等に提出されます。

［国に意見書を提出］

「子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書」の主な内容

定
例
会
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少
す
る
よ

う
に
、
今
年
度
中
に
身
近
な
地
域
で
住

み
続
け
る
た
め
の
有
効
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を

３
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
増
加
へ
の
対

応
策
と
し
て
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
27
人
分
を
公
募
予
定
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
の
た
め
、
今
年
度
中
に
高
齢
者
へ

の
意
識
調
査
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
今
後
の
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険

施
設
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

上
清
水
町
で
取
水
し
た
地
下
水

を
小
松
市
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

販
売
し
て
い
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か

　

市
の
地
下
水
水
位
が
低
下
し
て
い
る

中
、
地
下
水
の
大
切
さ
を
も
っ
と
市
民

に
も
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

能
美
市
と
小
松
市
の
取
水
に
関
す
る

協
定
書
に
は
、
地
下
水
の
利
用
目
的
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
松
市
が

P
R
目
的
に
能
美
市
の
地
下
水
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
つ
め
て
外
部
委
託
販
売
し

て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
く
。取
水

限
度
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
何
を
し
て
も

良
い
の
か
。

地
下
水
の
揚
水
に
つ
い
て
も
十

分
に
節
減
を
お
願
い
す
る
（
市

長
）

　

辰
口
町
時
代
、
小
松
市
民
に
対
す
る

水
道
用
水
と
し
て
活
用
を
認
め
た
の
が

本
旨
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
販
売
は
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
。小
松
市
の
対
応
は
大
変
残
念

で
あ
り
、
地
元
市
民
の
思
い
も
斟
酌
し

て
戴
く
よ
う
お
願
い
す
る
。あ
わ
せ
て
、

協
定
書
の
内
容
等
も
十
分
精
査
し
必
要

が
あ
れ
ば
小
松
市
と
対
応
し
て
い
き
た

い
。

し
ん
し
ゃ
く

１. 子宮頸がん予防ワクチン接種の実施の推進
　　　1）予防効果の高い特定年齢層への一斉接種および国による接種費用の全額補助
　　　2）特定年齢層以外についても一部補助の実施
　　　3）居住地域を問わない接種機会の均てん化
　　　4）ワクチンの安定供給の確保および新型ワクチンの開発に関する研究
２. 子宮頸がん予防検診（細胞診・ＨＰＶ検査）の実施の推進
　　　1）特に必要な年齢を対象にした検診については国による全額補助
　　　2）従来から行なわれている子宮頸がん検診を予防検診にまで拡大
　　　3）居住地域を問わない受診機会の均てん化
３. 子宮頸がんおよび子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及、相談体制等の整備

【意見書】とは都道府県や市町村など地方自治体の議会に認められた権利です。地方自治法99条に定められています。国の行政関係庁等に提出されます。

［国に意見書を提出］

「子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書」の主な内容

定
例
会
報
告



第26号　能美市議会だより

67

第26号　能美市議会だより

善
田　

善
彦　
議
員

Q

Q

A

A

女
性
職
員
を
積
極
的
に
役
職
へ

起
用
せ
よ

　

今
年
の
3
月
に
能
美
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
関
し

て
、
市
役
所
に
お
け
る
管
理
職
の
う
ち

女
性
の
割
合
が
、4
月
現
在
で
2
％（
1

人
）と
な
っ
て
い
る
。女
性
職
員
の
職
域

拡
大
に
向
け
て
、
積
極
的
な
役
職
へ
の

登
用
を
求
め
る
。

時
代
の
潮
流
に
合
致
し
た
人
材
登

用
を
積
極
的
に
進
め
た
い（
市
長
）

　

本
年
度
か
ら
行
政
職
員
を
対
象
に
み

ず
か
ら
の
意
思
決
定
に
よ
り
、総
合
職
、

準
総
合
職
、
専
門
職
を
選
択
し
、
経
験
、

意
欲
、
能
力
に
応
じ
た
職
種
制
度
選
択

性
を
採
用
し
、
職
員
の
資
質
向
上
や
意

識
改
革
を
促
進
さ
せ
、
よ
り
高
度
で
専

門
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
的
確
に

対
応
で
き
る
人
事
管
理
制
度
を
構
築
中

で
あ
る
。ま
た
、
人
事
管
理
の
透
明
性
、

公
平
性
を
高
め
る
た
め
の
昇
任
昇
格
試

験
も
導
入
し
、
性
別
や
年
齢
に
関
係
な

く
有
能
な
職
員
が
幹
部
職
員
と
な
り
、

管
理
職
へ
の
女
性
職
員
の
登
用
率
も
向

上
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
。時
代
の
潮
流
に
合
致
し
た
人

材
登
用
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
さ
ら
な
る

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
め

　

税
収
が
減
少
す
る
中
で
一
つ
の
施
策

と
し
て
、
さ
ら
に
能
美
市
の
魅
力
を
発

信
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
が
増
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

寄
付
行
為
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い（
市
長
）

　

寄
付
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
優
先
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら

す
ぐ
に「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
ペ
ー
ジ
が

開
け
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
。ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
絞
っ
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
。他
の
自
治
体
の
姿
勢
を
見
習
い
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
、
い
し
か
わ
動
物

園
の
ト
キ
の
誕
生
や
九
谷
焼
と
い
う
伝

統
産
業
な
ど
、
ふ
る
さ
と
能
美
市
の
魅

力
を
発
信
し
、
寄
付
行
為
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

一
市
一
制
度
へ
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う

　

根
上
、寺
井
地
区
は
、小
松
能
美
都
市

計
画
区
域
と
し
て
の
線
引
き
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
辰
口
地
区
は
非
線
引
き

地
区
で
あ
る
。同
じ
市
内
に
あ
り
な
が

ら
土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
地
域

間
に
お
い
て
大
変
複
雑
に
違
い
を
生
じ

て
い
る
。

　

新
市
発
足
当
時
よ
り
、
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
統
一
し
た
土
地
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
一
市
一
制
度
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
活
力
あ
る
快
適
な
居
住
都
市

の
実
現
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
と
思
う
。一
市
一
制
度
の
有
効
活

用
の
実
現
が
図
ら
れ
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幾
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア

す
る
必
要
が
あ
る（
市
長
）

米
田　

敏
勝　
議
員

　

市
の
発
展
の
た
め
土
地
利
用
制
度
の

一
元
化
は
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、都
市
計
画
区
域
の
一
本
化
、

土
地
利
用
の
一
元
化
は
国
や
県
関
係
機

関
の
同
意
を
得
て
実
現
す
る
も
の
で
あ

る
。市
が
提
案
し
て
い
る
土
地
利
用
制

度
の
見
直
し
は
、
県
内
初
で
全
国
的
に

も
決
定
事
例
は
な
い
。都
市
計
画
と
し

て
決
定
に
至
る
ま
で
に
は
、今
後
国
、県

な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
を
し
な

が
ら
幾
つ
も
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ

一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

市
も
合
併
し
て
六
年
経
過
し
て
お
り
、

今
後
新
た
な
土
地
利
用
制
度
の
一
元
化

は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
想
定
す
る
以
上

に
時
間
を
要
し
、現
時
点
で
は
、い
つ
頃

実
現
で
き
る
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

QA

▲快適な居住都市の実現に向けて（根上庁舎から市内を一望）

れ
る
。新
規
加
入
者
に
は
接
続
費
用
に

一
部
を
助
成
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

「
対
話
力
」
の
教
育
に
力
を
入
れ

よ

　

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
、
自
分

の
思
い
も
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
そ

れ
を
伝
え
る
た
め
の
力「
対
話
力
」が
必

要
で
あ
る
。そ
の
教
育
に
力
を
入
れ
よ
。

人
間
関
係
力
を
育
む
こ
と
に
重

点
を
お
い
て
推
進
し
て
い
き
た

い（
教
育
長
）

　

8
月
に
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

市
内
の
教
員
全
員
で
人
間
関
係
を
育
む

こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。い
わ

ゆ
る
特
別
活
動
、
道
徳
の
時
間
を
最
重

要
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も

重
点
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

嵐　
　

昭
夫　
議
員

Q

Q

Q A

AA

完
全
〝
地
デ
ジ
化
〞
を
ア
ピ
ー
ル

せ
よ

　

来
年
7
月
24
日
に
テ
レ
ビ
放
送
の
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
化
が
実
施
さ
れ
、
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、視
聴
で
き
な
く
な
る
。

　

情
報
は
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、ハ
ー

ド
機
器
の
対
応
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
な
く〝
地
デ
ジ
化
〞で
き
る

よ
う
に
市
と
し
て
も
対
応
せ
よ
。

　

全
国
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
珠
洲

市
の
例
を
見
て
も
、
最
後
は
自
治
体
主

導
の
地
道
な
努
力
が
功
を
奏
し
た
わ
け

で
あ
り
、積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い（
市
長
）

　

一
部
の
対
象
者
で
は
あ
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
3
月
ま

で
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
変
換
し
て
放
送
さ

Q

福
田　
　

豊　
議
員

QA

A

▲「わかる人」、「はい！！」（教育フォーラム）

読
み
が
困
難
な
子
に
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
の
導
入
を

　

読
み
書
き
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
学

習
を
支
援
す
る
パ
ソ
コ
ン
上
で
音
声
と

文
字
等
を
同
時
再
生
電
子
化
し
た
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
の
導
入
と
、
電
子
黒
板
の

活
用
に
付
随
す
る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な

ど
の
周
辺
整
備
が
整
っ
て
い
る
か
。

新
し
い
教
科
書
で
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い（
教
育
長
）

　

情
報
教
育
担
当
者
に
紹
介
し
、そ
の
上

で
ソ
フ
ト
の
対
応
を
検
討
す
る
。視
聴
覚

機
器
活
用
モ
デ
ル
事
業
を
立
ち
上
げ
、3

年
間
で
全
小
中
学
校
で
取
り
組
む
。

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
等
の
周
辺
整
備
も
、

新
学
習
指
導
要
領
に
合
わ
せ
整
備
す
る
。

市
立
病
院
に
認
知
行
動
療
法
の

導
入
と
療
法
士
の
採
用
を

　

う
つ
病
は
、
す
べ
て
の
年
代
で
か
か

る
病
気
で
、
治
療
で
薬
だ
け
に
頼
ら
な

い
認
知
行
動
療
法
が
注
目
さ
れ
る
中
、

4
月
か
ら
保
険
適
用
が
実
現
さ
れ
た
。

　

市
立
病
院
で
も
認
知
行
動
療
法
の
導

入
と
療
法
士
の
採
用
を
し
、
地
域
を
挙

げ
て
理
解
と
取
り
組
み
を
求
め
る
。

実
施
は
困
難
で
あ
り
、別
の
手
段

で
対
応
す
る（
市
長
）

　

経
営
改
善
に
努
め
て
い
る
市
立
病
院

で
は
、非
常
に
困
難
で
あ
り
、精
神
心
理

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
で

対
応
す
る
。ま
た
、精
神
科
専
門
病
院
と

連
携
を
と
り
、早
期
発
見
、治
療
に
努
め
、

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
啓
蒙
に
努
め
る
。

生
物
多
様
性
の
里
づ
く
り
と
、農

地
、宅
地
周
辺
の
環
境
整
備
を

　

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
耕
作
放
棄

地
や
雑
木
林
の
環
境
整
備
と
熊
や
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
対
策
は
。

環
境
都
市
と
し
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い（
市
長
）

　

市
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、

自
然
と
人
の
暮
ら
し
が
調
和
し
た
環
境

都
市
と
し
て
の
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
。

　

ま
た
熊
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
対
策
と

し
て
、
市
の
職
員
や
消
防
職
員
に
公
費

で
猟
銃
免
許
を
取
得
さ
せ
、
捕
獲
隊
に

参
加
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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、
職
員
の
資
質
向
上
や
意

識
改
革
を
促
進
さ
せ
、
よ
り
高
度
で
専

門
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
的
確
に

対
応
で
き
る
人
事
管
理
制
度
を
構
築
中

で
あ
る
。ま
た
、
人
事
管
理
の
透
明
性
、

公
平
性
を
高
め
る
た
め
の
昇
任
昇
格
試

験
も
導
入
し
、
性
別
や
年
齢
に
関
係
な

く
有
能
な
職
員
が
幹
部
職
員
と
な
り
、

管
理
職
へ
の
女
性
職
員
の
登
用
率
も
向

上
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
。時
代
の
潮
流
に
合
致
し
た
人

材
登
用
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
さ
ら
な
る

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
め

　

税
収
が
減
少
す
る
中
で
一
つ
の
施
策

と
し
て
、
さ
ら
に
能
美
市
の
魅
力
を
発

信
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
が
増
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

寄
付
行
為
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い（
市
長
）

　

寄
付
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
優
先
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら

す
ぐ
に「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
ペ
ー
ジ
が

開
け
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
。ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
絞
っ
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
。他
の
自
治
体
の
姿
勢
を
見
習
い
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
、
い
し
か
わ
動
物

園
の
ト
キ
の
誕
生
や
九
谷
焼
と
い
う
伝

統
産
業
な
ど
、
ふ
る
さ
と
能
美
市
の
魅

力
を
発
信
し
、
寄
付
行
為
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

一
市
一
制
度
へ
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う

　

根
上
、寺
井
地
区
は
、小
松
能
美
都
市

計
画
区
域
と
し
て
の
線
引
き
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
辰
口
地
区
は
非
線
引
き

地
区
で
あ
る
。同
じ
市
内
に
あ
り
な
が

ら
土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
地
域

間
に
お
い
て
大
変
複
雑
に
違
い
を
生
じ

て
い
る
。

　

新
市
発
足
当
時
よ
り
、
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
統
一
し
た
土
地
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
一
市
一
制
度
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
活
力
あ
る
快
適
な
居
住
都
市

の
実
現
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
と
思
う
。一
市
一
制
度
の
有
効
活

用
の
実
現
が
図
ら
れ
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幾
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア

す
る
必
要
が
あ
る（
市
長
）

米
田　

敏
勝　
議
員

　

市
の
発
展
の
た
め
土
地
利
用
制
度
の

一
元
化
は
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、都
市
計
画
区
域
の
一
本
化
、

土
地
利
用
の
一
元
化
は
国
や
県
関
係
機

関
の
同
意
を
得
て
実
現
す
る
も
の
で
あ

る
。市
が
提
案
し
て
い
る
土
地
利
用
制

度
の
見
直
し
は
、
県
内
初
で
全
国
的
に

も
決
定
事
例
は
な
い
。都
市
計
画
と
し

て
決
定
に
至
る
ま
で
に
は
、今
後
国
、県

な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
を
し
な

が
ら
幾
つ
も
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ

一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

市
も
合
併
し
て
六
年
経
過
し
て
お
り
、

今
後
新
た
な
土
地
利
用
制
度
の
一
元
化

は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
想
定
す
る
以
上

に
時
間
を
要
し
、現
時
点
で
は
、い
つ
頃

実
現
で
き
る
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

QA

▲快適な居住都市の実現に向けて（根上庁舎から市内を一望）

れ
る
。新
規
加
入
者
に
は
接
続
費
用
に

一
部
を
助
成
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

「
対
話
力
」
の
教
育
に
力
を
入
れ

よ

　

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
、
自
分

の
思
い
も
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
そ

れ
を
伝
え
る
た
め
の
力「
対
話
力
」が
必

要
で
あ
る
。そ
の
教
育
に
力
を
入
れ
よ
。

人
間
関
係
力
を
育
む
こ
と
に
重

点
を
お
い
て
推
進
し
て
い
き
た

い（
教
育
長
）

　

8
月
に
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

市
内
の
教
員
全
員
で
人
間
関
係
を
育
む

こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。い
わ

ゆ
る
特
別
活
動
、
道
徳
の
時
間
を
最
重

要
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も

重
点
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

嵐　
　

昭
夫　
議
員

Q

Q

Q A

AA

完
全
〝
地
デ
ジ
化
〞
を
ア
ピ
ー
ル

せ
よ

　

来
年
7
月
24
日
に
テ
レ
ビ
放
送
の
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
化
が
実
施
さ
れ
、
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、視
聴
で
き
な
く
な
る
。

　

情
報
は
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、ハ
ー

ド
機
器
の
対
応
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
な
く〝
地
デ
ジ
化
〞で
き
る

よ
う
に
市
と
し
て
も
対
応
せ
よ
。

　

全
国
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
珠
洲

市
の
例
を
見
て
も
、
最
後
は
自
治
体
主

導
の
地
道
な
努
力
が
功
を
奏
し
た
わ
け

で
あ
り
、積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い（
市
長
）

　

一
部
の
対
象
者
で
は
あ
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
3
月
ま

で
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
変
換
し
て
放
送
さ

Q

福
田　
　

豊　
議
員

QA

A

▲「わかる人」、「はい！！」（教育フォーラム）

読
み
が
困
難
な
子
に
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
の
導
入
を

　

読
み
書
き
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
学

習
を
支
援
す
る
パ
ソ
コ
ン
上
で
音
声
と

文
字
等
を
同
時
再
生
電
子
化
し
た
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
の
導
入
と
、
電
子
黒
板
の

活
用
に
付
随
す
る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な

ど
の
周
辺
整
備
が
整
っ
て
い
る
か
。

新
し
い
教
科
書
で
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い（
教
育
長
）

　

情
報
教
育
担
当
者
に
紹
介
し
、そ
の
上

で
ソ
フ
ト
の
対
応
を
検
討
す
る
。視
聴
覚

機
器
活
用
モ
デ
ル
事
業
を
立
ち
上
げ
、3

年
間
で
全
小
中
学
校
で
取
り
組
む
。

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
等
の
周
辺
整
備
も
、

新
学
習
指
導
要
領
に
合
わ
せ
整
備
す
る
。

市
立
病
院
に
認
知
行
動
療
法
の

導
入
と
療
法
士
の
採
用
を

　

う
つ
病
は
、
す
べ
て
の
年
代
で
か
か

る
病
気
で
、
治
療
で
薬
だ
け
に
頼
ら
な

い
認
知
行
動
療
法
が
注
目
さ
れ
る
中
、

4
月
か
ら
保
険
適
用
が
実
現
さ
れ
た
。

　

市
立
病
院
で
も
認
知
行
動
療
法
の
導

入
と
療
法
士
の
採
用
を
し
、
地
域
を
挙

げ
て
理
解
と
取
り
組
み
を
求
め
る
。

実
施
は
困
難
で
あ
り
、別
の
手
段

で
対
応
す
る（
市
長
）

　

経
営
改
善
に
努
め
て
い
る
市
立
病
院

で
は
、非
常
に
困
難
で
あ
り
、精
神
心
理

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
で

対
応
す
る
。ま
た
、精
神
科
専
門
病
院
と

連
携
を
と
り
、早
期
発
見
、治
療
に
努
め
、

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
啓
蒙
に
努
め
る
。

生
物
多
様
性
の
里
づ
く
り
と
、農

地
、宅
地
周
辺
の
環
境
整
備
を

　

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
耕
作
放
棄

地
や
雑
木
林
の
環
境
整
備
と
熊
や
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
対
策
は
。

環
境
都
市
と
し
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い（
市
長
）

　

市
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、

自
然
と
人
の
暮
ら
し
が
調
和
し
た
環
境

都
市
と
し
て
の
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
。

　

ま
た
熊
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
対
策
と

し
て
、
市
の
職
員
や
消
防
職
員
に
公
費

で
猟
銃
免
許
を
取
得
さ
せ
、
捕
獲
隊
に

参
加
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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一
般
質
問

近
藤　

啓
子　
議
員

Q

Q

A

A

入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

１ 

業
者
の
格
付
け

２ 

地
元
優
先
の
発
注

３ 

ラ
ン
ク
越
え
受
注

４ 

指
名
理
由

５ 

設
計
労
務
単
価
の
適
正
化

等
の
改
善
で
地
元
業
者
を
優
先
し
、
公

平
公
正
な
入
札
制
度
に
せ
よ
。

地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
業
者

で（
副
市
長
）

　

エ
リ
ア
で
の
発
注
の
見
直
し
を
検
討

す
る
。

　

市
内
業
者
優
先
の
発
注
を
大
原
則
と

し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
、
負
担

増
を
進
め
る
市
政
に
つ
い
て

　

合
併
時
の
約
束
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
水

山
口　

慧
子　
議
員

準
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」だ
っ
た
は
ず

な
の
に
、
行
政
改
革
プ
ラ
ン
で
市
民
に

負
担
を
押
し
付
け
、
福
祉
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
次
々
と
切
り
下
げ
て
い
る
。「
市

民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
」
と
の
地

方
自
治
法
の
理
念
と
か
け
離
れ
た
市
政

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業

を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
こ
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。市
民
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を

知
っ
て
い
る
の
か
。

時
代
に
合
わ
な
い
よ
う
な
事
業
は

切
り
下
げ
た
い（
市
長
）

　

財
政
を
抜
き
に
し
た
市
政
運
営
は
で

き
な
い
し
、
財
政
が
破
綻
し
て
は
現
行

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
が
維
持
で

き
な
い
。時
代
に
合
わ
な
い
よ
う
な
、
他

の
市
町
か
ら
み
て
相
当
に
高
く
、
既
に

廃
止
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
こ
れ
を
時

代
に
合
っ
た
も
の
と
し
て
切
り
下
げ
て

い
き
た
い
。

QQ A

A

▲友好の絆を脈々と（シェレホフ市にて）

終
末
期
医
療
に
つ
い
て
情
報
公

開
と
議
論
せ
よ

　

自
ら
が
不
治
の
疾
病
な
ど
に
よ
り
意

思
表
示
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
治
療
方
針
な
ど
事
前
に

本
人
の
意
思
を
書
面
に
示
し
た
も
の
を

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
い
う
。厚
労
省

の
調
べ
で
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
す
る

人
は
国
民
の
約
6
割
で
、
ア
メ
リ
カ
で

は
国
民
の
約
3
割
が
所
持
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。　　
　

　

患
者
さ
ん
の
病
状
が
悪
化
し
意
思
決

定
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
家
族
に

そ
の
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
選
択
す
る
。こ
の
決
断

に
答
え
が
な
い
ゆ
え
に
、
ど
の
よ
う
な

道
を
選
ん
で
も
後
々
ま
で
自
分
の
選
択

の
是
非
に
つ
い
て
悩
む
こ
と
が
多
い
。

法
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

人
と
し
て
尊
厳
を
保
ち
死
に
臨

み
た
い（
市
長
）

一
般
質
問

Q

Q

青
山　

利
明　
議
員

　

能
美
市
立
病
院
な
ど
で
は
本
人
、
家

族
に
十
分
説
明
を
行
い
終
末
期
ケ
ア

行
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
語
が
で
き
る
職
員
、市
民

を
養
成
せ
よ

　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
言
語
大
学
へ
の
助
成

に
よ
る
派
遣
や
職
員
の
相
互
交
流
せ
よ
。

職
員
や
市
民
を
問
わ
ず
意
欲
の

あ
る
人
に
助
成
検
討
し
た
い
。

（
市
長
）

　

非
公
式
で
は
あ
る
が
、
双
方
の
職
員

を
相
互
交
流
で
き
な
い
か
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
受
け
入
れ
で
き
る
内
容
を
今
後

研
究
し
て
い
こ
う
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

職
員
や
市
民
を
問
わ
ず
、
研
修
派
遣

や
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

A

A

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流
促
進

を

　

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
親
善
交
流
は
今

年
で
44
年
目
と
な
る
。当
時
根
上
町
長

の
森
茂
喜
氏
が
旧
ソ
ビ
エ
ト
の
各
地
を

訪
れ
た
中
、
当
時
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
長
の

ア
ル
ヒ
ポ
ワ
氏
が
理
解
を
示
し
、
親
善

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。シ
ェ
レ
ホ
フ

市
に
は
親
善
協
会
記
念
館
と
森
茂
喜
記

念
室
も
開
設
さ
れ
、
能
美
市
と
の
親
善

交
流
を
多
く
の
市
民
が
理
解
し
て
い
る
。

　

一
方
、
能
美
市
は
市
民
に
対
し
て

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
親
善
交
流
や
そ
の

歴
史
へ
の
情
報
発
信
が
少
な
い
。記
念

日
や
記
念
館
を
設
け
、
子
ど
も
達
に
親

善
交
流
の
歴
史
や
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際

交
流
の
大
切
さ
を
発
信
し
、
展
示
物
を

市
民
が
い
つ
で
も
見
学
で
き
る
よ
う
対

応
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
中
学
生
の
訪
問
交
流
も
よ
り
充

実
し
て
も
ら
い
た
い
。

北
野　
　

哲　
議
員

合
併
後
も
姉
妹
都
市
協
定
を
引

き
継
い
で
い
る（
市
長
）

　

今
後
、
将
来
の
子
ど
も
達
の
未
来
の

た
め
に
も
、
交
流
の
実
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。能
美
市
の
子
ど

も
達
が
語
学
留
学
し
活
躍
で
き
る
場
の

設
定
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。　

ま
た
先
端
大
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
工
科
大

と
の
交
流
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
る

学
術
交
流
も
期
待
し
て
い
る
。（
市
長
）

　

40
年
を
超
え
る
両
市
の
友
好
と
信
頼

に
基
づ
く
き
ず
な
を
改
め
て
実
感
し
た
。

次
代
を
担
う
生
徒
た
ち
が
国
際
化
社
会

に
対
応
し
た
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
る
。ま
た
、シ
ェ
レ
ホ
フ

市
親
善
協
会
員
と
能
美
市
民
と
の
交
流

会
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
多
く
の
市
民
と

の
交
流
を
検
討
し
た
い
。（
副
市
長
）

　

国
際
交
流
の
趣
旨
は
、異
国
の
自
然
、

文
化
、生
活
様
式
、社
会
事
情
に
直
接
触

れ
る
中
で
、
政
治
体
制
等
が
違
っ
て
も

住
む
人
た
ち
の
優
し
さ
や
普
遍
の
温
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
で
、
平

和
の
大
切
さ
を
知
り
、
世
界
に
目
を
向

け
国
際
人
へ
の
出
発
点
と
な
る
機
会
を

得
る
こ
と
だ
と
思
う
。（
教
育
長
）

Q

ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
の
ビ
ジ
タ
ー
料

金
を
引
き
下
げ
よ

　
「
健
康
増
進
」を
目
的
と
す
る
温
浴
施

設
を
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
活

用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
料
金
の
引
き
下
げ
、
２
階

フ
ロ
ア
ー
の
改
修
、
健
康
づ
く
り
へ
の
利

用
推
進
、ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
改
善
な
ど
で
、

経
営
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

期
間
限
定
で
ビ
ジ
タ
ー
料
金
の

引
き
下
げ
を
実
験
的
に
行
な
い
た

い（
副
市
長
）

　

今
年
度
は
活
性
化
戦
略
で
、
経
営
改

善
に
努
め
て
い
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
確
保
に
向
け
て
、
料
金
引

き
下
げ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
繁
忙
期

と
閑
散
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間

限
定
で
料
金
の
引
き
下
げ
を
実
験
的
に

実
施
す
る
。

　

新
た
に「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
撲
滅
２
０
１

０
」
の
新
規
事
業
で
は
健
康
づ
く
り
に

活
用
す
る
。

　

ま
た
2
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
拡
張
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
。

「
税
の
滞
納
」
と
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

制
限
」は
切
り
離
し
て
考
え
よ

　

市
は
税
や
利
用
料
な
ど
の
滞
納
者
に

対
し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
行
お

う
と
し
て
い
る
。

　

滞
納
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
罰
則
の

よ
う
に
オ
ム
ツ
の
購
入
や
寝
具
の
消
毒

乾
燥
支
援
を
我
慢
さ
せ
る
こ
と
は
、「
法

の
も
と
の
平
等
」に
も
反
す
る
。

　

市
民
に
は
、
当
然
納
税
の
義
務
も
あ

る
が
、憲
法
上
は
、庶
民
の
財
産
権
や
生

存
権
ま
で
侵
し
て
、
納
税
に
か
り
立
て

る
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

　

市
民
を
不
誠
実
な
滞
納
者
と
し
て
、

罰
則
的
に
サ
ー
ビ
ス
制
限
す
る
威
圧
的

な
や
り
方
は
、や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

真
摯
に
納
税
義
務
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本（
市
長
）

　

納
税
の
期
限
が
過
ぎ
た
後
、
督
促
状

を
送
付
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、

強
制
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

れ
が
基
本
で
あ
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
、
そ
れ
自

体
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。決
し
て
罰

則
で
住
民
を
威
圧
す
る
制
度
で
は
な
く
、

納
税
相
談
や
分
納
誓
約
が
あ
れ
ば
、
制

限
の
対
象
と
し
な
い
。
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一
般
質
問

近
藤　

啓
子　
議
員

Q

Q

A

A

入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

１ 

業
者
の
格
付
け

２ 

地
元
優
先
の
発
注

３ 

ラ
ン
ク
越
え
受
注

４ 

指
名
理
由

５ 

設
計
労
務
単
価
の
適
正
化

等
の
改
善
で
地
元
業
者
を
優
先
し
、
公

平
公
正
な
入
札
制
度
に
せ
よ
。

地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
業
者

で（
副
市
長
）

　

エ
リ
ア
で
の
発
注
の
見
直
し
を
検
討

す
る
。

　

市
内
業
者
優
先
の
発
注
を
大
原
則
と

し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
、
負
担

増
を
進
め
る
市
政
に
つ
い
て

　

合
併
時
の
約
束
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
水

山
口　

慧
子　
議
員

準
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」だ
っ
た
は
ず

な
の
に
、
行
政
改
革
プ
ラ
ン
で
市
民
に

負
担
を
押
し
付
け
、
福
祉
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
次
々
と
切
り
下
げ
て
い
る
。「
市

民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
」
と
の
地

方
自
治
法
の
理
念
と
か
け
離
れ
た
市
政

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業

を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
こ
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。市
民
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を

知
っ
て
い
る
の
か
。

時
代
に
合
わ
な
い
よ
う
な
事
業
は

切
り
下
げ
た
い（
市
長
）

　

財
政
を
抜
き
に
し
た
市
政
運
営
は
で

き
な
い
し
、
財
政
が
破
綻
し
て
は
現
行

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
が
維
持
で

き
な
い
。時
代
に
合
わ
な
い
よ
う
な
、
他

の
市
町
か
ら
み
て
相
当
に
高
く
、
既
に

廃
止
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
こ
れ
を
時

代
に
合
っ
た
も
の
と
し
て
切
り
下
げ
て

い
き
た
い
。

QQ A

A

▲友好の絆を脈々と（シェレホフ市にて）

終
末
期
医
療
に
つ
い
て
情
報
公

開
と
議
論
せ
よ

　

自
ら
が
不
治
の
疾
病
な
ど
に
よ
り
意

思
表
示
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
治
療
方
針
な
ど
事
前
に

本
人
の
意
思
を
書
面
に
示
し
た
も
の
を

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
い
う
。厚
労
省

の
調
べ
で
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
す
る

人
は
国
民
の
約
6
割
で
、
ア
メ
リ
カ
で

は
国
民
の
約
3
割
が
所
持
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。　　
　

　

患
者
さ
ん
の
病
状
が
悪
化
し
意
思
決

定
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
家
族
に

そ
の
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
選
択
す
る
。こ
の
決
断

に
答
え
が
な
い
ゆ
え
に
、
ど
の
よ
う
な

道
を
選
ん
で
も
後
々
ま
で
自
分
の
選
択

の
是
非
に
つ
い
て
悩
む
こ
と
が
多
い
。

法
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

人
と
し
て
尊
厳
を
保
ち
死
に
臨

み
た
い（
市
長
）

一
般
質
問

Q

Q

青
山　

利
明　
議
員

　

能
美
市
立
病
院
な
ど
で
は
本
人
、
家

族
に
十
分
説
明
を
行
い
終
末
期
ケ
ア

行
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
語
が
で
き
る
職
員
、市
民

を
養
成
せ
よ

　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
言
語
大
学
へ
の
助
成

に
よ
る
派
遣
や
職
員
の
相
互
交
流
せ
よ
。

職
員
や
市
民
を
問
わ
ず
意
欲
の

あ
る
人
に
助
成
検
討
し
た
い
。

（
市
長
）

　

非
公
式
で
は
あ
る
が
、
双
方
の
職
員

を
相
互
交
流
で
き
な
い
か
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
受
け
入
れ
で
き
る
内
容
を
今
後

研
究
し
て
い
こ
う
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

職
員
や
市
民
を
問
わ
ず
、
研
修
派
遣

や
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

A

A

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流
促
進

を

　

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
親
善
交
流
は
今

年
で
44
年
目
と
な
る
。当
時
根
上
町
長

の
森
茂
喜
氏
が
旧
ソ
ビ
エ
ト
の
各
地
を

訪
れ
た
中
、
当
時
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
長
の

ア
ル
ヒ
ポ
ワ
氏
が
理
解
を
示
し
、
親
善

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。シ
ェ
レ
ホ
フ

市
に
は
親
善
協
会
記
念
館
と
森
茂
喜
記

念
室
も
開
設
さ
れ
、
能
美
市
と
の
親
善

交
流
を
多
く
の
市
民
が
理
解
し
て
い
る
。

　

一
方
、
能
美
市
は
市
民
に
対
し
て

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
親
善
交
流
や
そ
の

歴
史
へ
の
情
報
発
信
が
少
な
い
。記
念

日
や
記
念
館
を
設
け
、
子
ど
も
達
に
親

善
交
流
の
歴
史
や
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際

交
流
の
大
切
さ
を
発
信
し
、
展
示
物
を

市
民
が
い
つ
で
も
見
学
で
き
る
よ
う
対

応
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
中
学
生
の
訪
問
交
流
も
よ
り
充

実
し
て
も
ら
い
た
い
。

北
野　
　

哲　
議
員

合
併
後
も
姉
妹
都
市
協
定
を
引

き
継
い
で
い
る（
市
長
）

　

今
後
、
将
来
の
子
ど
も
達
の
未
来
の

た
め
に
も
、
交
流
の
実
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。能
美
市
の
子
ど

も
達
が
語
学
留
学
し
活
躍
で
き
る
場
の

設
定
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。　

ま
た
先
端
大
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
工
科
大

と
の
交
流
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
る

学
術
交
流
も
期
待
し
て
い
る
。（
市
長
）

　

40
年
を
超
え
る
両
市
の
友
好
と
信
頼

に
基
づ
く
き
ず
な
を
改
め
て
実
感
し
た
。

次
代
を
担
う
生
徒
た
ち
が
国
際
化
社
会

に
対
応
し
た
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
る
。ま
た
、シ
ェ
レ
ホ
フ

市
親
善
協
会
員
と
能
美
市
民
と
の
交
流

会
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
多
く
の
市
民
と

の
交
流
を
検
討
し
た
い
。（
副
市
長
）

　

国
際
交
流
の
趣
旨
は
、異
国
の
自
然
、

文
化
、生
活
様
式
、社
会
事
情
に
直
接
触

れ
る
中
で
、
政
治
体
制
等
が
違
っ
て
も

住
む
人
た
ち
の
優
し
さ
や
普
遍
の
温
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
で
、
平

和
の
大
切
さ
を
知
り
、
世
界
に
目
を
向

け
国
際
人
へ
の
出
発
点
と
な
る
機
会
を

得
る
こ
と
だ
と
思
う
。（
教
育
長
）

Q

ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
の
ビ
ジ
タ
ー
料

金
を
引
き
下
げ
よ

　
「
健
康
増
進
」を
目
的
と
す
る
温
浴
施

設
を
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
活

用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
料
金
の
引
き
下
げ
、
２
階

フ
ロ
ア
ー
の
改
修
、
健
康
づ
く
り
へ
の
利

用
推
進
、ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
改
善
な
ど
で
、

経
営
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

期
間
限
定
で
ビ
ジ
タ
ー
料
金
の

引
き
下
げ
を
実
験
的
に
行
な
い
た

い（
副
市
長
）

　

今
年
度
は
活
性
化
戦
略
で
、
経
営
改

善
に
努
め
て
い
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
確
保
に
向
け
て
、
料
金
引

き
下
げ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
繁
忙
期

と
閑
散
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間

限
定
で
料
金
の
引
き
下
げ
を
実
験
的
に

実
施
す
る
。

　

新
た
に「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
撲
滅
２
０
１

０
」
の
新
規
事
業
で
は
健
康
づ
く
り
に

活
用
す
る
。

　

ま
た
2
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
拡
張
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
。

「
税
の
滞
納
」
と
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

制
限
」は
切
り
離
し
て
考
え
よ

　

市
は
税
や
利
用
料
な
ど
の
滞
納
者
に

対
し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
行
お

う
と
し
て
い
る
。

　

滞
納
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
罰
則
の

よ
う
に
オ
ム
ツ
の
購
入
や
寝
具
の
消
毒

乾
燥
支
援
を
我
慢
さ
せ
る
こ
と
は
、「
法

の
も
と
の
平
等
」に
も
反
す
る
。

　

市
民
に
は
、
当
然
納
税
の
義
務
も
あ

る
が
、憲
法
上
は
、庶
民
の
財
産
権
や
生

存
権
ま
で
侵
し
て
、
納
税
に
か
り
立
て

る
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

　

市
民
を
不
誠
実
な
滞
納
者
と
し
て
、

罰
則
的
に
サ
ー
ビ
ス
制
限
す
る
威
圧
的

な
や
り
方
は
、や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

真
摯
に
納
税
義
務
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本（
市
長
）

　

納
税
の
期
限
が
過
ぎ
た
後
、
督
促
状

を
送
付
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、

強
制
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

れ
が
基
本
で
あ
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
、
そ
れ
自

体
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。決
し
て
罰

則
で
住
民
を
威
圧
す
る
制
度
で
は
な
く
、

納
税
相
談
や
分
納
誓
約
が
あ
れ
ば
、
制

限
の
対
象
と
し
な
い
。
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産業経済常任委員会 ◎福田　　豊　　明福　憲一　　荒田　正信

○善田　善彦　　金森　修栄　　東　　正幸
Q

Q

A

A

総務常任委員会 ◎井出　善昭　　杉田　隆一　　米田　敏勝

○嵐　　昭夫　　近藤　啓子

今年度人事評価制度が本格導入され、その評価
が本年12月期の賞与に反映されるとのことだが、
人事評価が職員に対して精神的なプレッシャー
にならないか。
人事評価については、３年前から準備を進め、
被評価者である職員だけでなく、評価者に対す
る講習会も十分重ねてきた。中間面談での評価
結果に評価者間で差が認められれば、調整する
など、本格導入の初年度でもあることから、慎
重に行いたい。今後年数を重ねる中で、精度を
高めていきたい。

地域の放送にアナログ地域振興無線を導入する
のであれば、辰口地区の同報系親局をデジタル
化する必要はあるか。
国において、将来に向けた無線波の整理統合を
進めており、平成34年にはアナログ波の使用停
止が予定されている。防災無線においてもアナ
ログ波からデジタル波に順次切り替えていく方

針が示されており、老朽化した旧３町のシステ
ム統合に併せ将来を見据え、デジタル無線方式
による親局・中継局・屋外拡声子局を一体とし
た整備を計画し、緊急時の的確・迅速な対応に
あたっていく。

市道小松インター線道路改良工事（15工区）の
工事請負契約の締結について、前回同種の工事
において追加契約があったが、その点は配慮し
てあるのか。
すでに施工している隣接の工区と同様の設計に
基づいている。前回の追加工事は、事前に想定
できうる条件を超えた地盤であり、難工事と
なったためである。

市道路線認定の総延長と廃止の総延長の相違は
なぜか。
今回合併後に策定した、市の認定基準により全
市道を見直し、土地の利用状況や利用計画から
みて、将来的にも農道や林道として管理した方
が適当と判断したものは認定しないことにした
ためである。

空き店舗対策事業の補助金を受ける条件はどう
なっているのか。
申請者に対しては、要綱を遵守することのほか
に、営業を5年以上継続することや地元商店街も
しくは商工会に加盟することも要請している。

市
有
財
産
の
有
効
利
用
を

　

寺
井
地
区
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
周
辺

は
、子
育
て
支
援
や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、

九
谷
茶
碗
ま
つ
り
会
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。土
地
・
施
設
と
も
有
効
利

用
を
図
ら
れ
る
べ
き
箇
所
で
あ
り
、
将

来
を
見
据
え
た
具
体
的
な
施
策
の
展
開

を
図
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

　

次
に
、
岩
内
工
業
団
地
の
土
地
利
用

は
、合
併
後
再
整
備
し
、工
業
団
地
と
し

て
企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
が
、
立
地

の
優
位
性
で
は
劣
勢
で
あ
る
。

　

定
住
化
促
進
事
業
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

エ
リ
ア
に
す
る
等
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
内
部
で
ど
の
よ
う
な
協
議
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
構

想
や
企
業
誘
致
の
推
進
を
検
討

（
市
長
）

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
と
そ
の
周
辺
地
は
、

当
時
、
タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
構
想
の
一
環

と
し
て
、
将
来
的
な
土
地
利
用
を
視
野

に
入
れ
て
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。緊

縮
財
政
の
折
、
時
代
の
要
請
に
合
っ
た

ソ
フ
ト
施
策
を
重
視
し
た
施
設
づ
く
り

と
市
勢
進
展
を
十
分
に
考
慮
し
、
有
効

な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

岩
内
工
業
団
地
は
、
川
北
大
橋
が
平

成
25
年
4
月
に
無
料
化
に
な
る
こ
と
や

昨
年
度
、
道
路
に
融
雪
装
置
が
設
置
さ

れ
、
ア
ク
セ
ス
面
で
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

る
。ま
た
誘
致
企
業
に
つ
い
て
は
、業
種

の
絞
込
み
を
行
わ
ず
、
分
譲
価
格
に
つ

い
て
も
引
き
下
げ
を
含
め
、
柔
軟
対
応

の
方
針
で
あ
る
。企
業
誘
致
の
推
進
に

精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進

捗
状
況
は

　

能
美
市
総
合
計
画
で
明
示
さ
れ
て
い

る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
内
容
は
、

い
か
な
る
も
の
な
の
か
。

来
年
度
以
降
に
本
格
導
入
す
る

計
画
で
あ
る（
市
長
）

　

今
年
度
か
ら
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
実
施
し
、
ま
ず
は
事
務
事
業
評

価
の
試
行
を
始
め
た
。ま
た
来
年
3
月

に
地
方
自
治
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
現
在
導
入
予
定
の
評
価
方
法
あ

り
き
で
な
く
、
柔
軟
に
内
容
を
変
え
ら

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、開
か
れ
た
市
政
、分
か

り
や
す
い
市
政
を
行
う
。

Q

A

Q

A

委員会における質疑応答

教育福祉常任委員会 ◎南山　修一　　青山　利明　　倉元　正順

○北野　　哲　　山口　慧子　　北村　國博

湯寿園等の特別養護老人ホームへの施設に重複
して申し込みをしている高齢者が非常に多く、
真に困っている人の実態を把握する機会はない
のか。またそれに対する市の考え方については
どうか。
次期介護保険事業計画作成に際し、高齢者の方
へ意識調査をし、確認したい。また、毎年、民
生委員にご協力をいただいている福祉見守り安
心マップの更新時の調査についても参考にした
い。なお、介護サービスを受ける方にはケアマ
ネージャーがついており、本人の身体状況や家
族状況を常に把握している。

今年度から平成24年度の3年の継続事業として
実施する国保ヘルスアップ事業について、国が
目指す方向性と市の方向性についてはどうか。
国は生活習慣病予防などの総合的な地域の支援
体制づくり等に助成することで、医療費削減を
目指していると理解している。市も、糖尿病の

割合が高い健診結果をふまえ、国保ヘルスアッ
プ事業に取り組むことで、保健指導を進めると
ともに生活習慣の改善による糖尿病の発症及び
重症化予防を目指すことから、将来の医療費削
減の方向性は一致している。

▲デジタル化に向けて新機材登場（辰口庁舎放送室）

▲空き店舗対策に（チャレンジショップ1号店）

▲生活習慣の改善に向けて（検診結果の説明会）
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にならないか。
人事評価については、３年前から準備を進め、
被評価者である職員だけでなく、評価者に対す
る講習会も十分重ねてきた。中間面談での評価
結果に評価者間で差が認められれば、調整する
など、本格導入の初年度でもあることから、慎
重に行いたい。今後年数を重ねる中で、精度を
高めていきたい。

地域の放送にアナログ地域振興無線を導入する
のであれば、辰口地区の同報系親局をデジタル
化する必要はあるか。
国において、将来に向けた無線波の整理統合を
進めており、平成34年にはアナログ波の使用停
止が予定されている。防災無線においてもアナ
ログ波からデジタル波に順次切り替えていく方

針が示されており、老朽化した旧３町のシステ
ム統合に併せ将来を見据え、デジタル無線方式
による親局・中継局・屋外拡声子局を一体とし
た整備を計画し、緊急時の的確・迅速な対応に
あたっていく。

市道小松インター線道路改良工事（15工区）の
工事請負契約の締結について、前回同種の工事
において追加契約があったが、その点は配慮し
てあるのか。
すでに施工している隣接の工区と同様の設計に
基づいている。前回の追加工事は、事前に想定
できうる条件を超えた地盤であり、難工事と
なったためである。

市道路線認定の総延長と廃止の総延長の相違は
なぜか。
今回合併後に策定した、市の認定基準により全
市道を見直し、土地の利用状況や利用計画から
みて、将来的にも農道や林道として管理した方
が適当と判断したものは認定しないことにした
ためである。

空き店舗対策事業の補助金を受ける条件はどう
なっているのか。
申請者に対しては、要綱を遵守することのほか
に、営業を5年以上継続することや地元商店街も
しくは商工会に加盟することも要請している。
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湯寿園等の特別養護老人ホームへの施設に重複
して申し込みをしている高齢者が非常に多く、
真に困っている人の実態を把握する機会はない
のか。またそれに対する市の考え方については
どうか。
次期介護保険事業計画作成に際し、高齢者の方
へ意識調査をし、確認したい。また、毎年、民
生委員にご協力をいただいている福祉見守り安
心マップの更新時の調査についても参考にした
い。なお、介護サービスを受ける方にはケアマ
ネージャーがついており、本人の身体状況や家
族状況を常に把握している。

今年度から平成24年度の3年の継続事業として
実施する国保ヘルスアップ事業について、国が
目指す方向性と市の方向性についてはどうか。
国は生活習慣病予防などの総合的な地域の支援
体制づくり等に助成することで、医療費削減を
目指していると理解している。市も、糖尿病の

割合が高い健診結果をふまえ、国保ヘルスアッ
プ事業に取り組むことで、保健指導を進めると
ともに生活習慣の改善による糖尿病の発症及び
重症化予防を目指すことから、将来の医療費削
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▲デジタル化に向けて新機材登場（辰口庁舎放送室）
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▲生活習慣の改善に向けて（検診結果の説明会）



第26号　能美市議会だより

1213

第26号　能美市議会だより

▲法制参事　廣瀬　和彦 氏▲全国の事例や留意点について耳を傾ける

視
察
報
告

討　

論

視察報告
○視 察 日　平成 22年 8月 26日㈭～ 27日㈮
○視 察 先　①日本理化学工業㈱
　　　　　　②笹川スポーツ財団
　　　　　　③東京都江東区役所
○視察内容
①障害者雇用に取り組む企業
日本一のチョークメーカー日本理化学工業
㈱は、全従業員 75人のうち、56人の知的障害
者を雇用している。この企業は、障害者多数雇
用モデル工場第 1号として、表彰や前首相の訪
問もうけている。障害を持つ従業員は、色の判
別やおもりで計量する等の工程を取り入れる
ことで、自分の理解力で判別できることであれ
ば、集中して時間を気にせず一生懸命仕事に取
り組んでいる。また、本人が休むと工程ライン
が組めないなど仕事に対する理解の周知を
図っている等の説明を受けた。

②チャレンジデー 2011 でスポーツ振興に貢献
笹川スポーツ財団が取り組むチャレンジ
デーとは、毎年 5月の最終水曜日に世界中で実
施されている住民総参加型のスポーツイベン

トであり、人口規模がほぼ同じ自治体同士が午
前 0 時から午後 9 時までの間に、15 分以上継
続して何らかの運動をした住民の参加率を競う
ものである。年齢や性別を問わず誰もが気軽に
参加でき、「住民の健康づくり」や「スポーツ振
興」、「地域の活性化」のきっかけづくりに最適な
スポーツイベントであるとの説明を受けた。

③ジェネリック（後発）医薬品希望カードの利用
　を促進
ジェネリック医薬品を国保広報誌で PR し、

次にジェネリック医薬品希望カードの利用促
進に向けた工夫として、患者負担の軽減のため
の調剤負担圧縮、PRから全世帯への周知徹底、
国保小冊子の全戸配布をおこなった。個別差額
通知については、各関係機関の協力もあり、試
行することとなったが、今年度については見合
わせるとのことであった。また、システム開発
には高額な費用がかかるが、ジェネリック医薬
品の利用促進だけでなく、特定検診、医療デー
タ、医療費等の分析にも役立てたいとの話が
あった。

教育福祉常任委員会

　

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
10
件
で
、
そ
の
う
ち
条
例

関
係
が
1
件
で
あ
る
。
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費
で
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、
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ル
テ
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ビ
に
接
続
す
れ
ば
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グ
放
送
が
平
成
27
年
3
月
ま
で
視
聴
で
き
る
た
め
、
加

入
金
を
助
成
し
、加
入
促
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
で
は
辰
口
地

区
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
戸
別
受
信
機
等
を
整
備
す
る
も
の

で
、
今
後
市
内
全
域
を
順
次
整
備
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
が
期
待
で
き
る
。

　

児
童
福
祉
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で
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、
地
域
子
育
て
創
生
事
業
に
よ
り
、
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倉
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正
順　
議
員（
能
政
会
）

子
育
て
支
援
を
図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

整
備
が
期
待
で
き
る
。

　

生
活
保
護
費
の
補
正
で
は
、就
労
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

職
に
つ
け
な
い
方
へ
の
住
居
費
の
一
部
を
負
担
す
る
も

の
で
、対
象
の
方
へ
の
励
ま
し
と
な
る
。

　

市
長
並
び
に
執
行
部
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
財
政
改
革

が
進
む
中
、
統
合
庁
舎
問
題
、
類
似
公
共
施
設
の
統
廃
合

に
つ
い
て
、
速
や
か
な
対
応
を
お
願
い
し
、
今
定
例
会
に

上
程
さ
れ
た
、全
て
の
議
案
に
賛
成
の
意
を
表
す
る
。

討論討論

市
民
生
活
を
守
り
、社
会
的
弱
者
の
支
援
に

重
点
を
置
い
た
補
正
予
算
を
評
価

賛成

全議員が参加して、議会改革について学ぶ（講演会）

山
口　

慧
子　
議
員（
日
本
共
産
党
）

防
災
行
政
無
線
の
更
新
自
体
に
は
賛
成

　8月 4日、「議会の活性化に関する検討会」による講演会が開催されました。
　当日は全国市議会議長会より法制参事の廣瀬和彦氏を迎え、議会基本条例や議会改革について学びました。

ここから変わる「議会だより」（広報特別委員会）
～より伝わる議会だよりを目指して～

　今年度、広報特別委員会では、先進地事例を参考
に、いくつかの取り組みをしております。

● アンケートの実施
　能美市議会として初めて、議会だよりをはじめと
する議会の広報活動についてのアンケートを実施
します。今後の参考にさせていただきたく、みなさ
まの声をお聞かせ下さい。

● 議会活動を表紙写真に
　議会活動を市民のみなさまに知っていただきた
い、関心をもっていただきたいとの思いから、議会
活動を中心に写真を掲載しております。
　24号（4月末発行）については本会議中の写真、
25号（7月末発行）については産業経済常任委員会
関係の写真を掲載しました。
　今回の 26号（10月末発行）については教育福祉
常任委員会関係の写真を掲載し、次号（1月末発行）
については総務常任委員会関係の写真を掲載する
予定です。

● 一般質問の掲載順を関連づけて
　質問者間で質問内容に関連する部分がある場合、
実際の発言順と一部変更して掲載しております。質
問者による切り口の違いをお楽しみ下さい。

● 議会活動がわかるように（議会日誌の掲載）
　議員は本会議の出席だけではなく、各員会への出
席などさまざまな活動をしています。どのような活
動をしているかわかるように議会の主な活動など
を掲載しています。

▲議会だよりの活性化のために（七ヶ浜町議会）

※写真は表紙に掲載してあります。
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０
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の
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で
の
不
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が
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事
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を
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現
在
、
戸
別
受
信
機
は
家
庭
が
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に
設
置
さ
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て
い

る
よ
う
だ
が
、
防
災
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の
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と
、
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。
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議
会
日
誌
（
７
月
〜
９
月
）

　今年の夏は記録的な猛暑でした。季節の変わり目と
重なり、今頃になって夏バテの疲れが出て来るのでは
ないかと案じています。不安なことといえば、急激な
「円高株安」、「デフレ経済」の行方、それに「国政
のねじれ」があります。世界の中の日本の危機ともい
える時期に権力闘争はもはや国民は望んでいません。
国民生活に軸足を置いた毅然とした国のあり方を目指

編 集 後 記

能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

した実行内閣を切望します。地域主権が叫ばれる中、
市議会も開かれた議会活動を目指し、市民の皆さまに
身近な議会活動をより知ってほしいとの思いから、今
回はじめての試みとして、「議会だよりのアンケー
ト」を掲載しました。より多くの市民の皆さまから議
会への忌憚のないご意見やご感想を頂戴したいと存じ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（北村 國博）

広報特別委員会　　委員長：善田 善彦　　副委員長：福田 豊　　委員：青山 利明、北野 哲、北村 國博、嵐 昭夫

総　　務…総務常任委員会　　　　　全　　協…議会全員協議会　　　　　環　　境…環境対策特別委員会
産　　経…産業経済常任委員会　　　統合庁舎…統合庁舎特別委員会　　　広　　報…広報特別委員会
教　　福…教育福祉常任委員会　　　行　　革…行政改革特別委員会　　　検 討 会…議会の活性化に関する検討会
議　　運…議会運営委員会　　　　　地　　域…地域活性化特別委員会

こんな活動しています
務常任委員会 全 協 議会全員協議会 環 境 環境対策特別委員

こんな活動しています

9月（第３回定例会：6日から17日）

7月

8月

  2日 総務（所管事項調査について）
  5日 全国市議会議長会基地協議会理事会（東京都、議長）
  9日 広報（25号発行の編集作業）
12日 教福（所管事項調査について）
13日 加賀地区開発促進協議会理事会（議長）
 南加賀市議会議長会総会（正副議長）
15日 視察受入（中小企業への助成制度について ほか：
 　京都府宇治市より）
 視察受入（子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン
 　接種助成事業について：愛知県津島市より）
 行革（類似公共施設の統廃合について）
16日 統合庁舎（統合庁舎の支所について）
 地域（地域資源を活かした能美市の将来について：
 　講演会）
20日 議運（第3回定例会　会期日程（案）について）
 環境（現地視察ほか）
22日 広報（25号発行の編集作業）
 産経（所管事項調査について）
 加賀地区開発促進協議会総会（議長）
27日 総務（所管事項調査について）
28日 視察受入（コミュニティバスについて：
 　愛知県東浦町より）
29日 のみだより（議会だより）25号発行：
 　第2回定例会等の内容記載

  4日 検討会（議会基本条例策定にあたって：講演会）
  5日 教福（所管事項調査について）
11日　行革（統廃合対象施設の現地視察及び協議）
11日～12日
 石川県市議会議長会総会（七尾市、議長）
20日 環境（市内のエコ施設、設備等について ほか）
23日 研修視察（コミュニティバスについて：加賀市より）
 産経（所管事項調査について）
24日 視察受入（議会広報について：岐阜県郡上市より）

25日 統合庁舎（委員長報告（案）について）
 行革（審議経過報告（案）について）
26日～27日
 教福研修視察（日本理化学工業㈱、
 　笹川スポーツ財団、江東区役所）
30日 議運（第3回定例会　会期日程について ほか）
 全協（第3回定例会　会期日程について ほか）
 全協（総務、行革審議経過報告）

  2日 議運（一般質問の発言順 ほか）
  6日 議運（本日の議事日程について ほか）
 全協（本日の議事日程について ほか）
 本会議（開会、議案上程、提案理由の説明）
 産経（付託案件の審査について）
  9日 議運（本日の議事日程について ほか）
 全協（本日の議事日程について ほか）
 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
10日 広報（レイアウト案、アンケート案 ほか）
 地域（付託調査について）
13日 産経（所管事務調査について）
 教福（所管事務調査について）
14日 総務（所管事務調査について）
17日 議運（議事日程、追加議案について）
 各常任委員会（委員長報告確認）
 全協（議事日程、追加議案について）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 全協（本会議終了後：総務、行革に係る今後の
 　進め方について ほか）
21日 環境（現地視察：小松精錬㈱ ほか）
28日 行革（類似公共施設の統廃合について）
29日～30日
 広報研修視察
　　　　（宮城県：七ヶ浜町議会、東松島市議会）
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切手を貼らずに

投函して下さい。

能美市来丸町一一一〇番地

　　　　　　　　能美市役所辰口庁舎

能美市議会広報特別委員会

（議会事務局）
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間

平
成
22年

12月
31日
ま
で
　
　

アンケートにご協力をお願いします。

【アンケート締め切り　平成22年12月28日まで】

［提出方法］
　❶郵送：この面を外折りにして、封をして、送付して下さい。（郵送料無料）

　❷ファックス……………………………………FAX.0761-52-8022
　❸能美市役所各窓口センター…（土日祝日を除く8時30分～17時）

　　または辰口庁舎3F議会事務局まで提出して下さい。
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ト」を掲載しました。より多くの市民の皆さまから議
会への忌憚のないご意見やご感想を頂戴したいと存じ
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 　笹川スポーツ財団、江東区役所）
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 全協（第3回定例会　会期日程について ほか）
 全協（総務、行革審議経過報告）
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 産経（付託案件の審査について）
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 全協（本日の議事日程について ほか）
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 地域（付託調査について）
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14日 総務（所管事務調査について）
17日 議運（議事日程、追加議案について）
 各常任委員会（委員長報告確認）
 全協（議事日程、追加議案について）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 全協（本会議終了後：総務、行革に係る今後の
 　進め方について ほか）
21日 環境（現地視察：小松精錬㈱ ほか）
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　　または辰口庁舎3F議会事務局まで提出して下さい。
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みなさまの声をお聞かせ下さい
※平素は、のみだより（議会だより）をご愛読いただきありがとうございます。
　今後の議会だより編集や誌面刷新の参考にさせていただきたく、本アンケートへのご協力
をお願いいたします。
　アンケートにご協力いただける方は、平成22年12月28日㈫までに、能美市議会広報特別
委員会（議会事務局内）あてに提出いただくか郵送またはファックスでお願いします。

あなたについて教えてください。
 性別　１. 男性  　　２. 女性　　年齢　１. 20 歳未満　　２. 20 代

　　　 ３. 30 代　　４. 40 代　　５. 50 代　　６. 60 代　　７. 70 代以上

 職業　１. 農林業　  ２. 自営業　  ３. 会社員　  ４. 公務員

 　　　５. 主婦　　  ６. 無職　　  ７. その他（　　　　　　　　　　　）

議会だよりを読んでいますか。
１.毎回読んでいる　　　２.ときどき読んでいる　　　３.ほとんど読まない

誌面のレイアウトなど見やすさはいかがですか。
１.見やすい　　　２.まあまあ見やすい　　　３.あまり見やすくない

４.見にくい

議会だよりの記事の中で関心のあるものをお選び下さい。（複数可）
１.表紙写真　　　　２.定例会報告･審議経過一覧　　　　３.一般質問

４.委員会報告　　　５.討論　　　　　６.視察報告　　　７.議会日誌

議会だよりに何を望みますか。（複数可）
１.市民の声を載せてほしい　　　　　２.審議経過を詳しく載せてほしい　

３.一般質問を詳しく載せてほしい　　４.委員会活動を詳しく載せてほしい

５.議会活動を詳しく載せてほしい

６.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

議会だよりの様式について。（複数可）
１.文章を減らして写真を多くしてほしい

２.文字をもっと大きくしてほしい　

３.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご協力いただきまして、ありがとうございました。（能美市議会広報特別委員会）
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［FAXを送信する場合は矢印の方向に送信して下さい］

（該当する番号を○で囲んで下さい）

問
2

問
3

問
4

問
5

問
6

問
1

議会だよりやホームページなど議会広報活動について、
お気づきの点やご要望などございましたらご記入下さい。

（　　　　　　　　　）


